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秋
田
市
八
橋
本
町
に
あ
る
日
吉
八
幡

神
社
は
、
江
戸
時
代
に
は
町
人
町
で
あ

る
外
町
の
総
鎮
守
と
し
て
鎮
座
し
ま
し

た
。
町
人
を
守
り
続
け
た
こ
ち
ら
の
神

社
は
「
山
王
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
人
々

の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

元
亨
二
年(

一
三
二
二)

に
外
旭
川
の

笹
岡
の
地
に
造
営
さ
れ
た
後
、
上
新
城

の
五
十
丁
、
飯
島
、
八
橋
狐
森
、
そ
し
て

寛
文
二
年(

一
六
六
二)

に
八
橋
の
現
在
地

、

。

に
い
た
る
ま
で

四
回
遷
宮
し
て
い
ま
す

日
吉
山
王
の
縁
日
に
あ
た
る
四
月
の

中
の
申
の
日
と
、
八
幡
宮
に
ち
な
む
旧。

暦
八
月
十
五
日
に
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た

そ
し
て
、
祭
礼
の
当
番
で
あ
る
統
人
に
選

ば
れ
る
こ
と
は
、
外
町
の
商
人
に
と
っ

て
は
最
大
級
の
名
誉
で
し
た
。
当
時
の

祭
礼
の
行
列
に
つ
い
て
は
「
山
王
祭
礼

、

」（

）

行
列
帳

資
料
番
号
Ａ
一
七
六
ー
六

に
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
図
は
、
今
年
度
の
企
画
展

で
も
展
示
し
た
旧
暦
八
月
の
祭
礼
を
描

い
た
史
料
で
、
全
長
約
七
ｍ
に
お
よ
び

ま
す
。
祭
礼
の
時
に
は
、
外
町
か
ら
八

橋
の
社
殿
に
向
か
い
、
久
保
田
城
下
一
帯

を
神
輿
が
巡
行
し
、
城
下
一
と
言
わ
れ。

る
ほ
ど
の
大
変
賑
や
か
な
祭
礼
で
し
た

、

、

城
下
の
賑
わ
い
の
様
子
や
行
列

神
輿

傘
鉾
な
ど
の
様
子
が
大
変
生
き
生
き
と

描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。



県
政
映
画
は
、
昭
和
三
十
～
五
十
年
代

に
県
が
制
作
し
た
広
報
映
画
で
す
。

当
館
で
は
、
こ
の
県
政
映
画
を
ス
ク
リ

ー
ン
で
観
賞
い
た
だ
く
上
映
会
を
毎
年
企

画
し
て
お
り
、
今
年
度
は
第
一
回
を
八
月

二
十
八
日
（
金
）
に
、
第
二
回
を
十
月
三

十
日
（
金
）
に
、
当
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

第
一
回
上
映
会
で
は
、
八
月
二
十
九
日

の
「
県
の
記
念
日
」
の
関
連
企
画
と
し
て
、

築
後
満
六
十
年
を
迎
え
た
県
庁
本
庁
舎
・

議
会
棟
の
建
設
工
事
と
完
成
当
時
の
映
像
、

昭
和
三
十
年
代
～
四
十
年
代
の
ニ
ュ
ー
ス

映
像
か
ら
秋
田
が
も
っ
と
賑
わ
っ
て
い
た

瞬
間
の
県

こ

ろ

内
の
映
像

を
選
ん
で

特
別
編
集

し
た
も
の

な
ど
四
作

品
を
上
映

し
、
計
五

十
四
名
の

方
に
ご
観

賞
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
二
回
上
映
会
で
は
、
昭
和
三
十
年
代

～
五
十
年
代
の
「
文
化
の
日
」
に
ち
な
ん

だ
ニ
ュ

ー
ス
映

像
や
県

政
各
分

野
の
施

策
紹
介
、

菅
義
偉

内
閣
総

理
大
臣

の
郷
里

・
旧
雄

勝
町
に

関
連
し
た
作
品
な
ど
七
作
品
を
上
映
し
、

計
六
十
二
名
の
方
に
ご
観
賞
い
た
だ
き
ま

し
た
。

県
政
映
画
は
、
こ
の
上
映
会
以
外
に
も
、

開
館
日
に
は
毎
日
、
当
館
二
階
の
閲
覧
室

に
お
い
て
、
月
替
わ
り
で
数
作
品
ず
つ
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で
放
映
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
別
閲
覧
室
で
は
、
過
去

の
作
品
リ
ス
ト
の
中
か
ら
ご
希
望
の
作
品

を
お
選
び
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
を

小
型
モ
ニ
タ
ー
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

当
館
へ
ご
来
館
の
際
は
、
懐
か
し
い
昭

和
の
秋
田
の
映
像
資
料
を
ど
う
ぞ
ご
観
賞

く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
企
画
展
で
は
、
当
館
所
蔵
資

料
の
中
か
ら
、
各
地
の
行
事
と
く
ら
し
に

関
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
中
心
と
な
っ
た
資
料
が

「
風
俗
問
状
答
」
で
す
。
幕
府
の
御
用
学

者
か
ら
の
習
俗
に
対
し
て
の
質
問
に
、
藩

が
回
答
し
た
資
料
で
す
。
展
示
で
は
竿
燈

や
カ
マ
ク
ラ
等
を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
。

他
館
所
蔵
の
も
の
も
含
め
て
五
種
類
あ
る

秋
田
の
「
風
俗
問
状
答
」
を
比
較
し
た
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

他
に
も
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
土
崎

や
角
館
の
お
祭
り
の
当
時
の
様
子
に
つ
い

て
、
絵
図
や
日
記
等
か
ら
紹
介
し
た
コ
ー

ナ
ー
や
、
江
戸
時
代
の
外
町
の
総
鎮
守
で

あ
っ
た
日
吉
八
幡
神
社
に
関
す
る
記
録
や

図
か
ら
、
祭
礼
に
参
加
す
る
人
々
の
生
き

生
き
と
し
た
様
子
を
展
示
し
て
御
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
各
地
で
の
行
事
が
軒
並
み

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
本
展
示
が
今
ま
で
の
行
事
を
見

つ
め
直
し
、
新
し
い
発
見
に
つ
な
が
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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企
画
展

く
ら
し

所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
の

と

行
事

＜展示コーナー構成＞

○古文書からみる秋田の年間の行事

○眠り流し(竿燈)

○眠り流し(能代)

○各地の行事

○正月行事

○カマクラ

○日吉八幡神社の記録

○近代資料にみる行事

○現代の秋田の行事

○風俗問状答の世界

上映作品から 【県庁舎の建設】

上映作品から 【県政ニュースNo.53】

前
期

八
月
二
十
四
日
～
九
月
二
十
二
日

後
期

十
月
三
十
日
～
十
二
月
一
日

県
政
映
画
上
映
会

秋
田

の
時
代

映
像
ア
ー
カ
イ
ブ

昭
和



例
年
の
「
公
文
書
館
講
座
」
で
は
、
夏

に
「
古
文
書
解
読
講
座

、
秋
に
「
歴
史

」

」

。

、

講
座

を
開
催
し
て
き
ま
し
た

し
か
し

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
開
催
計
画
を
見
直
し
、
回
数

と
募
集
定
員
を
大
幅
に
減
ら
し
た
上
で
、

「
古
文
書
解
読
講
座
」
に
「
歴
史
講
座
」

を
加
味
し
た
内
容
で
一
本
化
し
ま
し
た
。

初
級
者
向
け
に
平
易
な
く
ず
し
字
の
古
文

書
を
教
材
と
し
ま
し
た
が
、
各
回
平
均
十

六
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た

「
出
前
講
座
」
で
は
、
秋
田
市

、

と
に
か
ほ
市
に
お
い
て
、
県
政
映
画
の
上

映
や
古
文
書
解
読
を
行
い
、
合
わ
せ
て
五

十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

感
染
予
防
の
た
め
、
会
場
の
三
密
を
避

け
、
換
気
を
行
い
、
消
毒
を
徹
底
す
る
な

ど
昨
年
度
と
大
き
く
異
な
る
条
件
で
行
わ

ざ
る
を
得
ず
、
参
加
者
の
皆
様
に
は
不
自

由
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様

か
ら
は
、
当
館
所
蔵
資
料
へ
の
関
心
や
、

古
文
書
解
読
へ
の
学
習
意
欲
の
高
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
当
館

へ
の
御
期
待
に
、
今
後
も
方
法
を
工
夫
し

な
が
ら
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な

公
文
書
等
の
保
存
と
利
用
の
た
め
、
県
の

各
課
所
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
の
引
渡
し

を
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
三
千
件

の
文
書
を
受
領
し
、
こ
れ
ら
の
公
文
書
は

当
館
の
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
評
価
・
選

別
を
行
い
、
継
承
す
べ
き
県
政
資
料
と
し

て
利
用
者
へ
の
公
開
に
備
え
、
当
館
の
書

庫
に
保
存
し
ま
す
。

保
存
し
た
公
文
書
の
う
ち
、
簿
冊
完
結

か
ら
三
十
年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
公
開

へ
向
け
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
情
報
の
有
無
を
主
眼
に
点
検
し
、
目
録

作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
八
百
十
四
件
の

公
文
書
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
点
検
を

行
い
、
三
百
三
十
一
件
が
公
開
決
定
と
な

＜引渡・保存状況＞

※  非公開とすべき年数が満了した時に公開となる

＜令和２年度新規公開状況＞
 新規公開の候補とした公文書 814件

公開と決定 331件
非公開と決定（一部非公開を含む） 483件

一部非公開（※）    35件
非公開（※）  448件

内
訳

件数 (冊数) 件数 (冊数)

知事部局 令和元 2,944 (5,232) 337 (645) 11.4%

平成30 29 (62) 3 (28)

令和元 14 (27) 14 (27)

引渡 保存
引渡元 引渡年度 保存率

行政委員会 39.5%

り
、
四
百
八
十
三
件
（
一
部
非
公
開
を
含

む
）
が
非
公
開
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

非
公
開
と
な
っ
た
公
文
書
も
非
公
開
期
間

。

が
経
過
す
れ
ば
公
開
と
な
り
ま
す

公
開
対
象
と
な
っ
た
公
文
書
は
閲
覧
室

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
い
て
閲
覧
請
求
の
上
、

御
覧
に
な
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
（A

r
c
h
i
v
i
s
t

）
と
は

公
文
書
館
の
専
門
職
員
を
指
し
、
諸
外
国

の
多
く
で
は
国
家
資
格
制
度
が
整
っ
て
い

ま
す
が
、
日
本
に
は
公
的
制
度
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
令
和
二
年
度
に
国
立
公
文

書
館
に
お
い
て
公
的
認
証
制
度
が
発
足

し
、
知
識
・
実
績
・
研
究
能
力
等
を
審
査

さ
れ
、
全
国
で
一
九
〇
名
が
認
証
さ
れ
ま

、

。

し
た(

秋
田
県
四
名

内
当
館
職
員
二
名)

公
文
書
館
は
民
主
主
義
社
会
の
記
憶
装

置
と
し
て
、
県
民
の
知
的
財
産
で
あ
る
公

文
書
や
古
文
書
な
ど
を
保
存
し
利
用
に
供

す
る
重
要
な
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
、
専
門
的
な
知
見
と
実

績
か
ら
公
文
書
館
の
中
核
と
な
り
ま
す

が
、
当
館
で
は
今
回
の
認
証
合
格
者
を
始

め
職
員
全
体
で
研
鑽
を
積
み
、
そ
の
社
会

的
責
務
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
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公
文
書
の
引
渡
し
・

公
文
書
の
引
渡
し
・
公
開
状
況

公
開
状
況

公
文
書
館
講
座

公
文
書
館
講
座

国
立
公
文
書
館

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
認
証
に
つ
い
て

●令和２年度 公文書館講座一覧●

於：秋田県公文書館 多目的ホール◆公文書館講座

９/１１（金）古文書解読入門 －返読文字を中心に－

１０/ ９（金）秋田藩士の日記を読む

１１/２７（金）黒印御定書を読む

◆出前講座

１１/１３（金）映像にみる戦後の復興秋田

（映像資料で振り返る 戦後～昭和の秋田市復興の歴史）

於：秋田市南部市民サービスセンター 別館

（南部ひまわり学級）

２/２５（木）古文書で読む「生類憐みの令」と秋田

於：にかほ市象潟公民館



市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
の
市
町
村
が
作
成
し

た
公
文
書
や
地
域
の
歴
史
的
記
録
で
あ
る

古
文
書
を
地
域
住
民
共
有
の
知
的
財
産
と

し
て
、
適
切
な
保
存
・
利
用
等
に
関
す
る

情
報
の
共
有
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
十
一
月
二

十
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
東
京
大
学
経
済
学
部

資
料
室
学
術
支
援
専
門
職
員
（
鹿
角
市
古

文
書
整
理
委
員
会
委
員
長
）
冨
善
一
敏
氏

を
お
招
き
し

「
民
間
史
料
を
残
し
、
活

、

か
し
、
未
来
に
伝
え
る

全
国
各
地
で
の

｜

さ
さ
や
か
な
経
験
か
ら

」
と
題
し
て
お

｜

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冨
善
氏
と
秋
田
と
の
関
わ
り
は
、
平
成

二
十
五
年

三
月
に
、

東
京
大
学

大
学
院
経

済
学
研
究

科
古
文
書

ゼ
ミ
が
行

っ
た
、
鹿

角
市
旧
関

善
酒
店
の

文
書
調
査

に
始
ま
り
ま
す
。

冨
善
氏
は
、
始
め
に
近
年
の
民
間
史
料

の
調
査
方
法
の
変
化
に
つ
い
て
お
話
し
さ

れ
、
そ
の
後
冨
善
氏
が
こ
れ
ま
で
に
関
わ

っ
て
き
た
熊
本
県
天
草
史
料
調
査
会

天
、（

）
、

草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
夏
期
資
料
調
査
事
業

鳥
取
県
伯
耆
町
矢
田
貝
家
文
書
調
査
及
び

沖
縄
県
伊
江
島
阿
波
根
昌
鴻
資
料
調
査
会

の
事
例
に
つ
い
て
、
多
数
の
ス
ラ
イ
ド
画

像
を
用
い
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

冨
善
氏
は
最
後
に
、
①
事
例
は
い
ず
れ

も
現
状
記
録
・
概
要
調
査
か
ら
内
容
調
査

と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
的
文
書
調
査
論

に
基
づ
く
段
階
的
調
査
で
あ
る
こ
と
。
②

調
査
方
法
に
は
文
書
館
事
業
直
轄
型
、
大

学
・
行
政
・
住
民
三
者
連
携
の
住
民
参
加

型
、
資
料
所
蔵
者
の
事
業
へ
の
密
接
協
力

型
が
あ
る
こ
と
。
③
地
域
住
民
の
方
々
と

共
に
参
加
・
連
携
し
、
継
続
的
な
調
査
と

そ
の
成
果
を
発
信
す
る
こ
と
が
地
域
文
化

の
振
興
に
対
す
る
貢
献
と
、
歴
史
資
料
を

取
り
扱
い
う
る
人
材
育
成
と
な
る
こ
と
。

以
上
①
②
③
を
踏
ま
え
て

「
民
間
史
料

、

を
残
し
、
活
か
し
、
未
来
に
伝
え
る
」
活

動
に
つ
な
が
っ
て
い
け
れ
ば
、
と
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
後
、
横
手
市
か
ら
公
文
書
館

の
開
館
と
今
後
の
課
題
、
能
代
市
か
ら
文

化
財
・
歴
史
資
料
の
整
理
の
現
状
に
関
す

る
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
中
期
の
秋
田
藩
家
老
で
あ
る

岡
本
元
朝
の
日
記
の
翻
刻
本
第
七
巻
が
刊

行
に
な
り
ま
し
た

今
回
は
宝
永
六
年(

一

。

七
〇
九)

正
月
か
ら
同
七
年
閏
八
月(

太
陰

暦
で
暦
と
実
際
の
季
節
を
調
節
す
る
た

め
、
一
年
を
適
宜
十
三
ヶ
月
と
し
た
）
ま

で
の
日
記
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

第
七
巻
で
は
宝
永
六
年
正
月
十
日
に
五

代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
死
去

同
月
に
は

生

。

「

類
憐
れ
み
の
令
」
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

た
四
ッ
谷
・
中
野
の
犬
小
屋
が
撤
去
さ

れ
、
五
月
に
は
六
代
将
軍
に
徳
川
家
宣
が

就
任
。
九
月
に
は
密
入
国
し
た
宣
教
師
シ

ド
ッ
チ
が
江
戸
に
護
送
さ
れ
、
新
井
白
石

の
尋
問
を
受
け
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
に

切
り
替
わ
り
つ
つ
あ
る
時
期
の
様
子
に
つ

い
て
岡
本
元
朝
が
多
岐
に
渡
る
記
録
を
書

き
残
し
て
い
ま
す
。

『
岡
本
元
朝
日
記
』第
七
巻
は
、
既
刊
同
様
に
消

費
税
抜
き
四
千
円
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
展

(

前
期)

８
月

日
～
９
月

日

26

21

(

後
期)

月

日
～

月

日

10

28

11

30

◆
公
文
書
館
講
座

●
古
文
書
解
読
講
座

月

日
／

月
２
日
・
９
日
・

日

6

25

7

16

●
歴
史
講
座９

月

日

月

日

(

第
一
回)

(

第
二
回)

10

10

22

◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日

月
２
日

(

第
一
回)

(

第
二
回)

27

11

◆
古
文
書
相
談
日

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
を
中
心
に
実
施

※
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
当
館
内

の
掲
示
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

当
館
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
資
料

や
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
な
ど
の
広
報
活
動
を

。

。

行
っ
て
お
り
ま
す

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い

@
Akita_Archives

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
）

（

）「

」

検
索

ツ
イ
ッ
タ
ー

秋
田
県
公
文
書
館

公文書館だより第36号 4

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料

保
存
利
用
推
進
会
議

保
存
利
用
推
進
会
議

令
和
三
年
度

行

事

予

定

行

事

予

定

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ご
案
内

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ご
案
内

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの方は

こちらから

ＱＲコード

刊
行
本
紹
介

岡
本
元
朝
日
記

第
七
巻

〒
〇
一
一-

〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇-

一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話
〇
一
八
（
八
八
八
）
三
五
〇
〇


